
1．ミライカフェって何？
当研究委員会では、2019 年度から、技術士・技

術者がより働きやすい今後の環境づくりに向けて、
「ミライカフェ」を実施しています。
「ミライカフェ」は、カフェのようにリラックスし

た環境で、多世代の技術者が少人数で、楽しみなが
ら意見交換を継続的に行い、議論を積み上げた結果
をまとめて情報発信することを目指しています。
2019 ～ 2022 年度に 6回開催し、「働き方改革

の必要性」「テレワークはミライの働き方を変え
る？？？」「チームで成果を出す」「働く環境の多様
性」「世代ごとの課題やいきいきと働くために必要な
こと」をテーマとして議論しました。

2．第 7回(2023.7.29)の実施概要
第 7回ミライカフェ(参加者 13名)は、今後の道

南技術士会とのコラボ開催を見据え、道南技術士会
のコアメンバーも参加しました。
これまで、働く環境に関する課題・解決策に焦点

を当てた議論が多くなっていましたが、今回は、そ
もそも、何を望んでいるのか、ゴールを明確にする
ことが大切ではないかと考え、「わたしの理想の働
く環境」をテーマに話し合いました。

まず、現状の満足度を自己評価しました。50点～
90 点以上までの評価結果となり、50 点の方は、在
宅勤務が少なく、時間の使い方の柔軟性が少ないと
のことで、90点以上の方は、社会活動を充実して行
えており、仕事にも活かせる環境とのことで、時間の
使い方の柔軟性が 1つポイントになりそうでした。
理想とする働く環境については、『仕事のやりが

い』が 1 つの軸になりそうで、特に、若い世代は仕
事のスキルアップを求める傾向がありました。
それとあわせて、チームで取り組むこと、社内外

で同年代のつながりがあること、健康を維持できる
ことなど、それぞれの立場で求めていることが異な
り、改めて、自分が何を求めているかをそれぞれ把
握できたことは有意義だったと思います。

3．第 8回(2023.9.30)の実施概要
第 8回ミライカフェ(参加者 44名)は、いよいよ

道南技術士会とのコラボ開催が実現！道南技術士会
から、若い世代を中心に 26名も参加しました。
4班に分かれ、それぞれの班に札幌メンバーと道南
メンバーが混ざり、オンラインを駆使しての話し合
い。ちょっとカオスな状態でしたが、本当に活発に
議論が進み、とても楽しい回になりました。
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前回の「わたしの理想の働く環境」に加え、今回は、
「その実現に向けてできること」についても話し合い
ました。
まとめきれないほどたくさんの意見が出ました

が、以下のような意見がありました。
・女性技術者の働く環境について、子どもを産むこ
とは社会にとってなによりの財産であるため、出
産・子育て時の会社としての配慮は重要。

・若い技術者について、仕事の理解を向上、スキル
アップすることによりプライベートの時間を確
保。また、上司に質問しやすい環境、上司も若手
に一定程度まかせるなど、上司との円滑なコミュ
ニケーションが重要。

・ICT の活用をもっと進めるべき。年齢が高い層も
積極的に理解する必要がある。

・このように、世代を超えて、いろいろな人の意見
を聞く場があるとよい。
道南技術士会のメンバーは、働く環境について話

し合う場を初めて経験した方も多く、このような広
がりを持てたことは、とても有意義に感じました。

4．第 9回(2024.3.9)の実施概要
第 9回ミライカフェ(参加者 35名)は、繁忙期に

も関わらず、若手を中心に 35名もの参加となりま
した。ミライカフェが必要な時間だと考えて、優先
して時間をとってもらえたなら、若手にとっても価
値のある企画なのだと思いました。
今回も、道南技術士会とのコラボ開催となり、札

幌、道南メンバー混在で 3つの班に分かれて話し合
いました。

今回は、全国大会での発信を意識して、「いきいき
と働く未来に向けて、今後、発信していくべきこと」
について話し合いました。

3 つの班で共通して出てきた内容は、「コミュニ
ケーション」というキーワードで、以下のような意
見がありました。
・若手が会社での交流を避けるという話を聞き、会
社に頼らず、若手の交流機会を作った。同年代が
束になって意見を伝えるきっかけとなるとよい。

・目安箱の意見に会社がきちんと対応してくれる。
・在宅勤務は有効である一方で、コミュニケーショ
ンがとりにくく、工夫が必要である。

・会社に日常的に交流できる場があるとよい。
・立場の上下にかかわらず、よい成果を出したいと
いう共通認識をもって、チームで楽しく働ける環
境ができるとよい。

・オンラインを活用して、このイベントのように、
函館と札幌で交流できるのはよい。

5．余談：おやつ対決！
ミライカフェでは、カフェで話しているようなリ

ラックスできる環境づくりを重視しています。その
ため、お茶菓子も工夫しているのですが、札幌会場
に対抗して、函館会場もグレードアップ！

6．おわりに(全国大会に向けて！)
今年度、北海道での技術士全国大会では、青年技

術士交流委員会・エンジョイサイエンス研究委員会
と連携し、このミライカフェの活動を 1つのテーマ
とし、第 4分科会を担当します。
ミライカフェの取組を全国へ発信するとともに、

全国での取組を知ることができ、楽しく情報交流で
きる場を考えていますので、皆様、お楽しみに！
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